
安全 「危険なスポーツを回避するのではなく、生涯有効な安全力を身につける」 
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１．ボート競技における特異的な危険 

  

① 衝突事故・・・後ろ向きに進むので、前方の安全確認ができない。 

          ブイをはっていない水域もある。 

          直線コースでも、すれ違いの衝突事故が、戸田ボートコースでも毎年起きている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②波浪における沈・・・強風や荒波による転覆。 

水上バイクやレジャーボートの暴走による波浪も多い。 

基本は艇から離れない。心臓を水中から出し、低体温を防ぐ。 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

冷水中の身体限界について 

水の熱伝導率は空気の約２５倍、熱容量（体積あたり）は空気の約１０００倍もあります。つまり冷水中では急

速に体温を奪われます。そして、深部体温の少しの低下も大きな危険になります。 

深部体温３５℃ですでに異常が始まり、３０℃以下では外見上、ほとんど死亡したように見え、実際に生命に危

険が迫ります。 

３５～３４℃ ：興奮期/激しい震え、意識混濁、部位感覚喪失 

３４～３０℃ ：衰弱期/記憶喪失、心拍低下、不整脈、筋肉硬直 

３０℃以下 ：虚脱期/外見上死亡；瞳孔拡大、筋肉弛緩～死 

下図は、水温と生存限界時間を示す一例です。水温約２０℃以上では、低体温症の危険はほぼないといえます。

しかし２０℃以下は、「冷水」とみなすべきです。そして水温１５℃以下では１～２時間、１０℃以下では３０分

～１時間程度で限界に達し、衰弱・意識不明になる危険があります。 

 

水温と安全時間の目安を単純化すれば，以下の通りです。 

安全時間（分） ＜ 水温（℃）×３ 

例えば、１０℃では３０分を対策の目安と概算できます。そこで、「３０分以内に自力で回復，脱出あるいは救

助可能な手立て」を講じてから乗艇する…それが確保できないときは乗艇しない、というように管理していきます。 

 

 

 



③遭難・・・近年では減少しているが、過去120年の日本ボート界の歴史上、最も多く44件、98名の死亡

事故が起きている。2001年の茨戸で起きた、高校新人大会での沈からの遭難死亡事故から現在

に至るまで、1件も死亡事故は起きていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④千葉県小見川における複数転覆・・・２０１２年冬、高校生の合同合宿でシングルスカル３４艇が乗艇中、

天候の急変で、多くの生徒が落水し、伴走艇に救助の他、最寄の岸に漂着・着岸した。 
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２．日本ボート協会の指針 

  ①ローイング安全マニュアルの配布（106ページにわたり、ＨＰでダウンロードできる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 都道府県にセーフティーアドバイザーの設置（講習会あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③アクシデント＆インシデントリポートの提出（管理者が日本ボート協会に報告する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．埼玉県の安全に関する取り組み 

 ①生徒対象の安全講習会を開催（高校1年生は必修） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 戸田ボートコースに吹流し設置                     ④熱中症対策 

 

 

 

 

 

 

 

 


